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広がる!!広がる!!
助けあいの輪　笑顔の輪助けあいの輪　笑顔の輪

地
域
助
け
あ
い
事
業
推
進
中

地
域
助
け
あ
い
事
業
推
進
中

　
事
業
の
協
力
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る

「
村
上
洋
美
さ
ん
（
八
束
）」
に
事
業
に
つ
い

て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
！

―

協
力
会
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
助
け
が
必
要
な
方
の
手
伝
い
が
少
し
で
も

出
来
た
ら
い
い
か
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

―

ど
の
よ
う
な
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
近
所
の
家
の
ゴ
ミ
出
し
を
週
に
１
回
し
て

い
ま
す
。

―

『
地
域
助
け
あ
い
事
業
』
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
ん
で
若

い
人
も
い
な
く
な
る
中
で
、
隣
近
所
の
人
た

ち
お
互
い
で
見
守
り
や
助
け
あ
い
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―

『
助
け
あ
い
』
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
か
？

　
強
制
す
る
の
で
は
な
く
て
、
手
助
け
す
る

方
も
さ
れ
る
方
も
負
担
の
無
い
、
人
付
き
合

い
だ
と
思
い
ま
す
。

―

活
動
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と

　
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

　
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
、
少
し
で
も
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が

出
来
る
こ
と
で
す
。

【
利
用
者
の
声
】

「
よ
く
し
て
く
れ
る
け
ん
、
大
変
助
か
っ
て

ま
す
。
あ
り
が
た
い
で
す
。」
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予算総額
６09,554千円

予算総額
６09,554千円

法人運営事業

施設管理事業 44,995千円

　市の受託を受けて、湯原・中和・
八束・川上の施設を管理し、市民の
方が利用しやすい開かれたものとな
るようにします。

　地域福祉や介護サービスの提供体制の
充実を目指します。
　社協会費・共同募金など地域福祉事業
の財源を確保するとともに、介護事業を効
率的に運営し、財政基盤を強化します。

介護事業 338,075千円

訪問介護事業
訪問入浴介護事業
通所介護事業
短期入所生活介護事業
特別養護老人ホーム事業
居宅介護支援事業
障害者総合支援事業

１１７,０４４
　２１,６５３
　４０,５４８
　２３,１７５
　７０,９１２
　４９,４０７
１５,３３６

２２,８０９
２,０３５
８,９１９

　１７,８０２
６６０

７,９７０
３,４８３
５,０１１
２０,７１０
９,９１４
　９５０
９,２５３

109,516千円

116,968千円

地域福祉事業
ボランティアセンター事業
共同募金事業
善意銀行事業
生活福祉資金貸付事業
日常生活自立支援事業
法人後見事業
お助け訪問事業
元気はつらつデイサービス事業
配食サービス事業
心配ごと相談事業
移送サービス事業

地域福祉事業

※区分間繰入・繰出金76,473千円を含む
※詳細はホームページに掲載しています

重点事業（抜粋） 地域福祉事業

介護事業

・地域助けあい事業の充実
　市内 34カ所の地区社協で年 2回助けあい会議を
開催し、高齢者から障がいを持った方、子育てに悩
んでいる方などの見守り活動が確実に継続的に行え
るよう、地区社協と協働します。
・子育て支援事業の推進
　子どもの居場所づくりや支援者の育成に取り組みま
す。また、子育て支援団体とのネットワークづくりを推
進します。
・社会福祉法人の公益的な取り組みの推進
　「まにわささえ愛ネット」の活動を推進し、制度の
狭間にある課題を解決する取り組みを検討します。

・利用者の尊厳をまもり、住み慣れた地域での安心
した生活を支えるためのサービス提供に努めます。
・研修や多職種との連携により、サービスの質の向
上を図ります。

・住民参加活動の推進
　「地区社協」「ふれあい・いきいきサロン」「福祉
委員活動」「ボランティア活動」の充実、活性化の
ため福祉活動専門員が積極的に関わり、活動の提
案や情報提供を行います。
・個別支援活動の推進
　地域の見守りネットワーク（地区社協、民生委員
児童委員、福祉委員、地域助けあい事業）を支援・
強化するとともに、困りごとの早期発見・早期解決
に向けて取り組みます。
　福祉活動専門員のアウトリーチ活動の推進により、
課題の把握と支援活動の充実を図ります。
・地域福祉推進のための環境整備の推進
　教育機関や地域住民・専門職への福祉教育や
広報活動（社協だより、ホームページなど）を通じて、
地域住民の福祉に対する理解と関心を高めます。
　地域の現状を把握し、それにともなった福祉活動
を展開できるように調査研究を行います。また、第
3 次地域福祉活動計画の見直しに合わせて必要な
アンケートを実施します。

（単位：千円）

2019年度 事業計画2019年度 事業計画

2019年度 予算概要2019年度 予算概要

真庭市社会福祉協議会は次のことに取り組みます！

（拠点区分ごと）
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【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

3

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
人
事
異
動

※（
　
　
　
）は
旧
所
属

【
本
　
　
所
】

　
主
　
幹
　
　
池
奥
　
和
子（
落
合
支
所
）

　
主
　
査
　
　
山
本
　
雄
大（
北
房
支
所
）

【
北
房
支
所
】

　
主
　
事
　
　
落
合
　
晶
和（
本
所
）

【
落
合
支
所
】

　
主
　
任
　
　
山
本
　
陽
子（
本
所
）

【
湯
原
支
所
】

　
主
　
事
　
　
頭
応
　
貴
子（
落
合
支
所
）

【
退
　
　
職
】

　
主
　
幹
　
　
森
田
　
靖
子（
落
合
支
所
）

　
主
　
査
　
　
石
原
　
泰
子（
湯
原
支
所
）

北　房（真庭市役所北房振興局）

落　合（落合老人福祉センター）

勝　山（勝山保健福祉センター）

久　世（本庁舎２階第４相談室）

川　上（川上老人福祉センター）

湯　原（湯 原 振 興 局）

23日（木）

9  日(木）

22日（水）

10日（金）

16日（木）

10日（金）

  9時～12時

※相談は無料です。予約は必要ありません。
　どちらの相談所でも相談可能ですので、ご利用ください。

心 配 ご と 相 談 所心 配 ご と 相 談 所
5月の予定

電話（0867）４２－１００５電話（0867）４２－１００５

暮らしや家族に関する不安ごと、福祉についての相談など日常
のさまざまな心配ごとについて相談を受け付け、解決に向けて
支援します。※秘密は固く守られます。

暮らしや家族に関する不安ごと、福祉についての相談など日常
のさまざまな心配ごとについて相談を受け付け、解決に向けて
支援します。※秘密は固く守られます。

お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください

【
本
　
所
】

森
田　

良
男（
富　

尾　

香
典
返
し
）

田
中　

伸
和（
久　

世　

忌
明
け
）

山
﨑　

房
子（
台
金
屋　

見
舞
返
し
）

小
川　

喜
好（
樫　

西　

香
典
返
し
）

大
橋　

潤
子（
栗　

原　

忌
明
け
）

カ
ラ
オ
ケ
喫
茶〝
琴
〞瀬
島
琴
江

　
　
　
　
　
（
目　

木　

発
表
会
記
念
）

三
村　

利
光（
中　

原　

香
典
返
し
）

吉
岡　

信
幸（
鍋　

屋　

忌
明
け
）

桑
木　

卓
明（
草
加
部　

忌
明
け
）

【
北
房
支
所
】

小
田　

綾
女（
下
呰
部　

香
典
返
し
）

坂
本　

末
美（
五　

名　

香
典
返
し
）

髙
野　

一
男（
下
呰
部　

見
舞
返
し
）

谷
口　

昌
士（
阿　

口　

香
典
返
し
）

谷
口　

俊
二（
阿　

口　

見
舞
返
し
）

植
木　
　

誠（
上
中
津
井　

見
舞
返
し
）

新
田　

増
雄（
山　

田　

香
典
返
し
）

【
落
合
支
所
】

實
村　

文
昭（
上
河
内　

香
典
返
し
）

海
原　
　

隆（
中
河
内　

香
典
返
し
）

植
木　

清
隆（
鹿　

田　

香
典
返
し
）

長
尾　

一
成（
赤　

野　

香
典
返
し
）

國
年　

直
樹（　

中　
　

香
典
返
し
）

昭
和
34
年
度
卒
業
立
誠
中
学
校
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
篤
志
寄
付
）

山
田　

義
隆（
上
河
内　

忌
明
け
）

中
島　

益
夫（
日
野
上　

香
典
返
し
）

山
田　
　

肇（
栗　

原　

忌
明
け
）

市　
　

利
典（
古　

見　

香
典
返
し
）

市　
　

利
典（
古　

見　

忌
明
け
）

【
勝
山
支
所
】

池
田　

啓
一（
勝　

山　

忌
明
け
）

覚
名　

英
利（
真　

賀　

忌
明
け
）

影
山　

行
美（
神　

代　

忌
明
け
）

臼
井　

一
恵（
勝　

山　

香
典
返
し
）

堀　
　

博
信（
月　

田　

香
典
返
し
）

川
上　

佳
信（　

上　
　

香
典
返
し
）

釜
山
佐
代
子（
山
久
世　

香
典
返
し
）

池
田　

誠
吾（
月　

田　

忌
明
け
）

樋
口　
　

保（
福　

谷　

忌
明
け
）

古
玉　

裕
文（
清　

谷　

見
舞
返
し
）

古
玉　

裕
文（
清　

谷　

忌
明
け
）

表
江　
　

操（
月
田
本　

忌
明
け
）

景　
　

正
樹（
月　

田　

見
舞
返
し
）

景　
　

正
樹（
月　

田　

香
典
返
し
）

古
南　

洋
一（
勝　

山　

香
典
返
し
）

【
美
甘
支
所
】

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
美
甘
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
篤
志
寄
付
）

【
湯
原
支
所
】

牧
野　

卓
治（　

社　
　

香
典
返
し
）

伊
井　

雄
一（　

種　
　

忌
明
け
）

【
八
束
支
所
】

植
木　

公
昭（
蒜
山
下
福
田　

香
典
返
し
）

植
木　

静
子（
蒜
山
下
福
田　

見
舞
返
し
）

万
庭　

正
勝（
蒜
山
下
福
田　

香
典
返
し
）

万
庭　

正
勝（
蒜
山
下
福
田　

忌
明
け
）

【
川
上
支
所
】

福
原　

明
知（
蒜
山
東
茅
部　

篤
志
寄
付
）

為
計
田
茂
子（
蒜
山
下
徳
山　

香
典
返
し
）

合
　
計

六
十
五
万
二
千
七
十
六
円

寄
付
金 

三
月
二
十
九
日
〆

　

真
庭
市
社
協
で
は
、福
祉
機
器（
ベ
ッ

ド
や
車
い
す
）の
貸
出
し
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。貸
出
期
間
は
最
大
１
年

間
で
、申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。詳
し

く
は
、真
庭
市
社
協
本
所
・
各
支
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
総
合
支
援

制
度
で
レ
ン
タ
ル
や
購
入
が
可
能
な
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
募
金
箱
で
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付
並
び
に
平

成
30
年
7
月
豪
雨
岡
山
県
災
害
義
援

金
へ
の
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ご
寄
付
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
行

い
ま
す
各
種
社
会
福
祉
事
業
へ
、
義

援
金
は
岡
山
県
共
同
募
金
会
に
送
金

さ
れ
、
配
分
委
員
会
の
決
定
の
も

と
、
被
災
者
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

【
本
　
所
】

久
世
中
学
校

平
成
30
年
7
月
豪
雨
岡
山
県

災
害
義
援
金
寄
付
者
一
覧

【
敬
称
略
・
受
付
順
】(

３
月
29
日
〆)

「
ベ
ッ
ド
」「
車
い
す
」の

『
無
料
』貸
出
し
を

し
て
い
ま
す
！

　
平
成
31
年
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。本
年
度
も
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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発
行
所
：
社
会
福
祉
法
人
 真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
7
1
9
-3
2
0
1
　
真
庭
市
久
世
2
9
2
8
　
T
el
 0
8
6
7
-4
2
-1
0
0
5
　
Ｆ
ax
 0
8
6
7
-4
2
-2
2
6
3

　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
h
tt
p
:/
/w
w
w
.m
an
iw
a-
sh
ak
yo
.o
r.
jp
  
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 E
-m
ai
l:
m
.s
h
ak
yo
@
gm
ai
l.
co
m

20
19
.5
.1
　
Ｎ
Ｏ
.1
69

広報担当の
つぶやき

新しい元号「令和」の時代がやってきました。選ばれた「万葉集」では自然や風景を皇族・貴族から
農民まで様々な人が詠んでいます。ちょっと読んでみたいですね。

月号月号 八束支所 通信
「
元
気
は
つ
ら
つ
・
さ
さ
え
あ
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
生
活
機
能
の
回

復
、
元
気
に
生
活
す
る
た
め
の
運
動

を
提
供
す
る
も
の
で
、
65
歳
以
上
の

「
要
支
援
１
・
２
」「
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
方
」
が
利
用
で

き
ま
す
。

　
八
束
地
区
は
水
曜
日
に
13
名
、
木
曜

日
に
18
名
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
季
節
行
事
や

体
を
使
う
ゲ
ー
ム
、
指
先
を
使
う
作
品
づ

く
り
や
折
り
紙
な
ど 

楽
し
く
笑
顔
で
リ

ハ
ビ
リ
が
出
来
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。
毎
年
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
、
蒜
山
文
化
祭
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

前
回
は
、「
折
り
鶴
で
作
っ
た
菊
の
花
」
を

出
品
し
ま
し
た
。
体
を
使
う
ゲ
ー
ム
は
人

気
が
あ
り
毎
回
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
て
い

元
気
は
つ
ら
つ

元
気
は
つ
ら
つ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
だ
よ
り

ま
す
。

　
昼
食
後
の
休
憩
時
間
に
は
、
お
喋
り
を

し
た
り
折
り
紙
を
し
た
り
と
楽
し
く
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
午
後
か
ら
は
、
身
体
機
能
維
持
を
目

的
に
「
元
気
輝
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
を
利

用
者
の
方
と
無
理
な
く
元
気
に
楽
し
く

行
っ
て
い
ま
す
。

・
み
ん
な
と
食
事
を
し
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
す
る
の
が
嬉
し

い
。
毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
す
る
と
、
体
と
頭

の
体
操
に
な
っ
て
と
っ
て
も
い
い
。

利
用
者
の
声

平成30年度作品「折り鶴菊」

　

平
成
31
年
３
月
27
日
（
水
）、
勝
山
病
院

の
健
康
教
室
で
「
成
年
後
見
制
度
〜
高
齢

者
の
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
に
つ
い
て

〜
」
と
題
し
て
、
社
協
職
員
が
講
演
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
医
療
関
係
者
か
ら
地
域
住

民
ま
で
約
30
人
が
参
加
さ
れ
、「
ど
こ
か
で

聞
い
た
こ
と
あ
る
わ
」「
私
は
知
ら
ん
か
っ

た
」
と
、
皆
さ
ん
熱
心
に
講
話
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

「
知
っ
て
る
？
」

「
知
っ
て
る
？
」

成
年
後
見
制
度

「
成
年
後
見
制
度
」
っ
て
何
？

　

障
が
い
（
知
的
障
害
・
精
神
障
害
・
認

知
症
な
ど
）
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に
家
庭
裁
判

所
に
申
し
立
て
、
支
援
し
て
く
れ
る
人
を

選
任
し
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
る
の
？

　
「
身
上
監
護
」
と
「
財
産
管
理
」
を
支

援
し
ま
す
。

『
身
上
監
護
』
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
や
医
療
、
施
設
入
所
な
ど
の
手
続
き

や
費
用
の
支
払
い
な
ど
日
常
に
関
わ
っ
て

く
る
契
約
な
ど
。

『
財
産
管
理
』
預
貯
金
の
管
理
・
不
動
産

の
処
分
な
ど
、
財
産
に
関
す
る
契
約
な
ど
。

　

ご
本
人
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
ご
本
人

の
状
態
や
想
い
を
確
認
し
な
が
ら
そ
の
方

の
暮
ら
し
を
支
援
し
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

ま
ず
、
医
師
の
診
察
を
受
け
、
診
断
を

し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
お
住
い
の

地
域
の
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
し
ま

す
。
そ
の
後
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
の
調
査

や
ご
本
人
の
想
い
の
確
認
を
経
て
、
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
と
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

制
度
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
や
、「
地
域

で
福
祉
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
き
た
い
」
と

い
う
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


